
「
岡
目
一
目
」

　

飛
騨
で
は
「
山
菜
採
り
」
と

言
う
よ
り
「
菜
摘
み
」
と
い
う

言
葉
の
響
き
の
方
が
い
い
。

　

二
十
日
は
春
分
。
法
事
の
時

な
ど
に
配
る
「
お
け
そ
く
」
は

「
お
華
束
」
と
書
く
ら
し
い
。

ほ
ど
よ
く
小
さ
い
丸
い
餅
は
、

一
包
み
に
七
個
入
っ
て
い
る
。

あ
の
ほ
ど
よ
い
小
さ
さ
が
、
し

ん
み
り
と
故
人
を
偲
ば
せ
る
の

に
い
い
。

　

草
餅
や
豆
餅
で
は
ダ
メ
か
と

餅
屋
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、
白
川

村
の
人
が
昔
、
草
餅
で
と
注
文

し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

喫
茶
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
隣

に
い
た
女
の
人
に
聞
い
た
ら

「
食
べ
る
方
に
し
た
ら
草
餅
の

方
が
う
れ
し
い
な
」
と
言
っ
た

の
で
、
法
事
の
お
け
そ
く
は
草

餅
に
し
て
も
ら
っ
た
。

　

新
婚
の
時
、
菜
摘
み
な
ど
し

た
こ
と
が
な
い
妻
が
、
生
ま
れ

て
初
め
て
摘
ん
だ
ヨ
モ
ギ
を
持

て
余
し
て
、
実
家
に
送
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
た
ら
、

草
餅
に
な
っ
て
送
り
返
さ
れ
て

き
た
。
酒
代
で
ピ
ー
ピ
ー
し
て

い
た
家
計
に
は
潤
い
と
な
っ

た
。

　

な
ん
て
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
妻
の
七
回
忌
の
お
け
そ

く
を
草
餅
に
し
た
。
次
の
法
事

に
は
豆
餅
に
し
よ
う
か
な
と
思

う
。

　

春
の
野
に
若
菜
摘
み
に
と
来

し
我
は
…
…
か
。

　

春
が
近
い
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
支
え
て
き
た
文
学
者
の

経
歴
と
功
績
を
紹
介
し
、
今
後
の

文
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的

で
、
毎
年
二
回
「
近
代
文
学
館
企

画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
高
山
市
名
誉
市
民
で

あ
る
法
学
者
の「
牧
野
英
一
博
士
・

良
三
博
士
」
両
氏
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

牧
野
英
一
博
士
は
、
刑
法
学
者

と
し
て
有
名
で
す
が
、
漢
学
、
国

学
に
も
秀
で
、
昭
和
三
十
三
年
の

宮
中
歌
会
始
に
お
い
て
、
佐
々
木

信
綱
門
下
の
歌
人
と
し
て
召
人
に

選
ば
れ
、
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
語
学
の
神
様
」
と
も
呼

ば
れ
、
七
ヶ
国
語
を
話
し
、
外
国

文
学
を
原
文
で
読
み
こ
な
す
ほ
ど

の
人
物
で
し
た
。

（
佐
々
木
信
綱
＝
歌
人
・
国
文
学
者
。

東
京
帝
国
大
学
の
教
壇
に
立
ち
、

『
万
葉
集
』
の
研
究
や
和
歌
・
歌
学

の
史
的
研
究
な
ど
に
打
ち
込
ん
だ
。

与
謝
野
鉄
幹
ら
と
新
詩
社
を
お
こ

し
「
竹
柏
会
」
を
主
宰
、機
関
誌
『
心

の
花
』
を
創
刊
す
る
。）

　

牧
野
良
三
博
士
は
、
飛
騨
初
の

大
臣
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
兄
英
一
博
士
と
同
様
に
和
歌

を
嗜
ん
で
お
り
、
飛
騨
短
歌
会
の

発
行
す
る
雑
誌
『
飛
騨
短
歌
』
な

ど
に
寄
稿
し
て
い
ま
し
た
。

歌
舞
伎
や
新
国
劇
な
ど
も
好

み
、
赤
坂
の
芸
妓
と
芸
の
本

筋
に
つ
い
て
語
り
合
う
と
い

う
一
面
も
持
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
、
両

博
士
の
遺
さ
れ
た
遺
墨
な
ど

【
全
日
本
写
真
連
盟
飛
騨
支
部
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

支
部
長

直
井 

隆
義

　

一
枚
の
写
真
に
は
、
た
だ
記

録
と
し
て
残
し
て
お
く
だ
け
で

は
な
く
、
昔
の
思
い
出
や
そ
の

日
そ
の
時
の
物
語
が
蘇
っ
て
く

る
奥
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年

創
立
六
十
五
周
年
を
迎
え
た
伝

統
と
歴
史
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で

す
。
現
在
会
員
は
二
十
二
名
で
、

三
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
と
幅

広
く
、
相
互
の

親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
、
楽

し
く
写
真
技
術

の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動

は
、
岐
阜
県
本

部
主
催
の
撮
影
会
と
写
真
展
へ

の
参
加
、
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
出
品
、
当
ク
ラ
ブ
で
の

写
真
展
と
撮
影
会
、
月
例
研
究

会
の
開
催
、
各
種
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
へ
の
参
加
応
募
な
ど
で

す
。
一
昨
年
は
恵
那
市
の
「
妻

籠
宿
」、
昨
年
の
秋
に
は
「
珠
洲

の
き
り
こ
祭
り
」「
輪
島
の
朝
市
」

「
米
田
の
千
枚
田
」
等
、
写
真
撮

影
を
兼
ね
た
楽
し
い
一
泊
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
た
ば
か
り
の
方
に
も
、

カ
メ
ラ
の
扱
い
や
撮
影
、
プ
リ

ン
ト
の
仕
方
な
ど
易
し
く
お
教

え
し
ま
す
。
一
緒
に
写
真
を
楽

し
め
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
日
時　

三
月
十
二
日
（
土
）
～

　

十
三
日
（
日
）　

午
前
十
時
～

　

午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四

　

時
ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館
「
煥
章

　

館
」
一
階
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

第
24
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

牧
野
英
一
博
士・良
三
博
士
兄
弟

三
月
十
二
日（
土
）・
十
三
日（
日
）

歌
人
・
高
山
市
名
誉
市
民




